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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成22年8月12日(2010.8.12)

【公開番号】特開2009-15035(P2009-15035A)
【公開日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-003
【出願番号】特願2007-177047(P2007-177047)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月25日(2010.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂及び着色剤を少なくとも含有するトナーの表面改質を行う為のトナーの表面改
質装置であって、該表面改質装置は、
（１）トナーを装置内へ導入する為の粉体流速加速手段、
（２）トナーの表面を改質する手段、及び
（３）トナーを回収する手段
を少なくとも有し、該粉体流速加速手段の出口に少なくとも複数の穴を持つ拡散部材を具
備することを特徴とするトナーの表面改質装置。
【請求項２】
　該粉体流速加速手段の出口の面積をＺ（ｃｍ2）とし、該複数の穴の面積をＢ（ｃｍ2）
としたとき、式（１）
　　Ａ＝（Ｂ×１００）／Ｚ　　　（１）
で求められる複数の穴を持つ該拡散部材の開孔率Ａ（％）が１５≦Ａ≦６０であることを
特徴とする請求項１に記載のトナーの表面改質装置。
【請求項３】
　該穴の面積Ｂ（ｃｍ2）が１．９×１０-3≦Ｂ≦０．８であることを特徴とする請求項
１又は２に記載のトナーの表面改質装置。
【請求項４】
　複数の穴を持つ該拡散部材及び／または該粉体流速加速手段内壁は、少なくとも表面に
多数の凹凸面を形成させた後に、少なくとも炭化クロムを含有するクロム合金めっきによ
りコーティングが施されていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の
トナーの表面改質装置。
【請求項５】
　該表面改質は熱処理によって行われることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項
に記載のトナーの表面改質装置。
【請求項６】
　少なくとも結着樹脂及び着色剤を含有するトナーの表面改質を行う工程を少なくとも有
する、重量平均粒子径（Ｄ４）が３μｍ以上１１μｍ以下のトナーの製造方法において、
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載のトナーの表面改質装置を用いて、該表面改質が
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行われることを特徴とするトナーの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　すなわち本発明は、少なくとも結着樹脂及び着色剤を含有するトナーの表面改質を行う
為の装置であって、該表面改質装置は、少なくとも、
（１）トナーを装置内へ導入する為の粉体流速加速手段、
（２）トナーの表面を改質する手段、及び
（３）トナーを回収する手段
を少なくとも有し、該粉体流速加速手段の出口に少なくとも複数の穴を持つ拡散部材を具
備することを特徴とするトナーの表面改質装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明は、少なくとも結着樹脂及び着色剤を含有するトナーの表面改質を行う工
程を少なくとも有する、重量平均粒子径（Ｄ４）が３μｍ以上１１μｍ以下のトナーの製
造方法において、
　上記構成のトナーの表面改質装置を用いて、該表面改質が行われることを特徴とするト
ナーの製造方法に関する。
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